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概要

日本から発行されている数学系ジャーナル類はデジタルリ ポジト リ によって電子化されたタイ ト

ルが数多く 存在する。 これらを統合し、 世界的な Digital Mathematics Libraryの枠組みへ寄与す

る試みを紹介する。
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Abstract

There are huge number of mathematical journal titles in Japan and many of electronic edition of

these titles are loaded on digital repositories. In this paper the authors introduce an experimental

subject portal which is joined with framework of World Digital Mathematics Library.
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1 背景

日本における国際誌と しての数学系ジャーナルは数学教室から発行されるタイ ト ルが数百にの

ぼり [2]、 コ ミ ュニティ と しての出版形態が主流である。 総論文数は約 70,000に達する。 タイ ト ル

の一部を付録 Aに示した。 これらは全て Math. Reviews (MR)に収録、 データベース化され、 世

界の研究者から先行研究を調査する際の対象と なっている。 我々は、 Project Euclidおよび機関

リ ポジト リ から取得できるメ タデータを利用して数学系ジャーナルのポータルを形成した。 結果、

各国で構築が進む Digital Mathematics Library の日本パート (DML-JP) を実現しつつある。 数
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学コミ ュニティ における日本の責任を果たす成果と して、 国際的にも評価されつつある。 α版の

URLは http://dmljp.math.sci.hokudai.ac.jp/、 β版の URLは http://sparc1.math.sci.

hokudai.ac.jp/dmljp である。 日本数学会のド メ インで同じサービスを提供する予定もある。

1.1 収録対象誌

SPARC Japanパート ナーである Project Euclid から 10 タイ ト ル、 CSI委託事業の対象である

機関リ ポジト リ から 17タイ ト ル、 計 27タイ ト ルを収録した。 タイ ト ルのリ スト を下記に示す。 把

握した論文数はおよそ 30,000である。

Bull. Tokyo Gakugei University Sec. I

Bulletin of College of Science the University Ryukyu

Hiroshima Math. J.

Hokkaido Mathematical Journal

J. Math. Soc. Japan

Japan J. Indust. Appl. Math.

Journal of Mathematical Sciences, The University of Tokyo

Journal of the Faculty of Education, Kagoshima University

Journal of the Faculty of Science Shinshu University

Journal of the Faculty of Science, Kagoshima University

Journal of the Faculty of Science, the University of Tokyo Sect 1 A

Journal of the Faculty of Science, Yamagata University

Nagoya Math. J.

Kodai Math. J.

Nat. Sci. J. Fac. Educ. Hum. Sci. Yokohama National University Sec. I

Natur. Sci. Report. Ochanomizu. Univ.

Nihonkai Mathematical Journal

Osaka J. Math.

Proc. Japan Acad. Ser. A Math. Sci.

Publ. Res. Inst. Math. Sci.

Reports of the Faculty of Science and Engineering, Saga University. Mathematics

RIMS Kokyuroku

Ryukyu Mathematical Journal

Sci. Rep. Yokohama National University Sec. I

The science reports of the Kanazawa University

Tohoku Math. J.

Tokyo J. of Math.

Tsukuba Journal of Mathematics

2 実装

メ タデータハーベスティ ングと メ タデータ変換、Math. Reviews と のマッチング、 サービスを提

供するインターフェースと に分け、 各ステッ プを順次実装した。 対象と するリ ポジト リ は Cornell

大学図書館の運営する数学及び統計学分野の電子ジャーナルポータル Project Euclid を始め、 機

関リ ポジト リ 、 arxiv.org と した。 機関リ ポジト リ の選択に当たってはブラウズページを目視で閲

覧し、 数学系ジャーナルが搭載されているかどう かを確認している。
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2.1 メ タ データ ハーベステ ィ ング

メ タデータハーベスティ ングに際しては、 プラ ッ ト フォームに応じて oai dc および junii2形式

のメ タデータ型を選択した。 これは、 OAI-PMHにおける metadataPrefix と して設定する。

Project Euclid[4]は oai dcのみ提供している。 各論文の書誌情報を次のよ う に dc:identifier タ

グ内に記述しており 、 こ こからジャーナルタイ ト ル、 巻号、 発行年、 ページ範囲を抽出する作業は

Project Euclid側で形式が変わるごと に対応しなければならない。 Math. Reviewsによって論文

へ付与される主題分類は dc:subjectタグ内に記述している。 ジャーナルタイ ト ルはMath. Review

に準拠しており 、 マッ チングの際に処理が容易である。

<dc:identifier>J. Math. Soc. Japan 25, no. 1 (1973), 1-6</dc:identifier>

国内の機関リ ポジト リ が提供する junii2フォーマッ ト において書誌情報は必要な粒度でタグ付け

されており 、 Project Euclidのよう な困難はない。 一方で、 ジャーナルタイ ト ルが日本語のみ提供

される例が見られるなど、 サブジェク ト ベースのリ ポジト リ と は異なる困難が存在する。

IRs

DML-JP

junii2
(oai-pmh)

oai_dc
(oai-pmh)

projecteuclid.org

arxiv.org

website

html
(mirroring)

図 1: メ タデータハーベスティ ング部分の概念図

メ タデータに限らず、 オープンアクセスなコンテンツに関してはフルテキスト をミ ラーリ ング、

格納する用意もある。 実際のミ ラーリ ングに際しては各ジャーナルの編集委員会等と 個別の調整を

実施するこ と になる。

2.2 メ タ データ 変換と マッ チング

ハーベスト したメ タデータは DML-JPのプラッ ト フォームである EPrints3.1へ登録する XML

形式へ変換する。 このと き、論文と Math. ReviewsのMR番号、主題分類である MSC と の対応を

と るために AMSの用意するツール (http://www.ams.org/mref)を利用する。 MR番号と のマッ

チングを取るこ と で、 Math. Reviews の該当するエント リ へのリ ンク を形成するこ と ができる 。

Math. Reviewsから DML-JPへのリ ンク形成は今後の課題である。

2.3 イ ンタ ーフ ェ ース

DML-JP上にはハーベスト したメ タデータと Math. Reviews に関連するメ タデータと が存在

する。 機関リ ポジト リ に後者のメ タデータを提供するインターフェースを作成した。 可能であれ
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図 2: メ タデータ変換と マッチングの概念図

ば、 個別に機関リ ポジト リ へ提供したい。 当初は web API と して設計したが、 現在は EPrints上

の SWORD対応機能を利用して、 SWORD形式で提供する予定である。 同時に、 主題分類を利用

して OAI-OREの Atom serialization仕様に準拠した atom形式 XMLを提供している。

DML-JP

MathSciNet
(Math. Reviews)

2.MRlookup
  Checking MSC,MR

1.metadata
  harvesting

3.Metadata matching
  articles and preprints

Repositories

4.Metadata registration
  OAI-ORE and SWORD

図 3: インターフェース部分の概念図

3 到達点と 評価、 発展

DML-JP と して、 日本の数学系ジャーナルに関し MR収録論文の半数に迫るメ タデータを収集

した。 MRが各論文へ付与する ID と 各論文のメ タデータと を同定し、 これを利用した各レビュー

へのリ ンク を形成した。 同定に当たっては MR提供のツールおよび NII相澤研究室提供のツール

を利用した。 MRからポータルへのリ ンクに関しては URL と ID と の対を MRへ提供するこ と で

実現できるが、 各ジャーナルと の調整が残っている。

Digital Mathematics Library 2009などの国際会議では、 分散配置されたデジタルリ ポジト リ か

ら主題ベースのポータルを形成する特徴的な DML と して評価された。 欧州では国別の DMLを統

合し EU全体と しての DMLを形成するプロジェク ト が採択されている。 EUの小規模な DMLは
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日本の数学系ジャーナル数誌に相当する程度でもあり 、 類似性に注目されている。 MR と の関係と

して、 メ タデータ利用に関する提案を提出するこ と になっている。 MRの保持するメ タデータを利

用するこ と で、 良質なメ タデータを確保し、 リ ポジト リ に限らず Journal@rchive、 J-STAGE収録

のジャーナル等を積極的に利用するこ と が可能になる。

実験的に、国立情報学研究所の IRDBからハーベスト した全メ タデータについて Math. Reviews

と のマッチングを行っている。 試験的な結果ではあるが、 機関リ ポジト リ に搭載された極めて小規

模（ 論文数 10程度） のタイ ト ルを把握できている。 こ の結果を DML-JP と 同様に EPrintsへ搭

載した。 URLは http://dmljp2.math.sci.hokudai.ac.jp/view/publication/である。 メ タ

データからは著者版と の区別をつけ難いために、 現状の IRDBはタイ ト ルの把握目的と して利用

するべきと 思われる。

arXiv.orgなどのプレプリ ント サーバに登録されたプレプリ ント と のMRおよび本論文と の同定

を目指す。 プレプリ ント と 本論文と の同一性を確保するこ と は、 多様なコンテンツの混在する現在

において重要な課題である。

フルテキスト のアーカイブを実現し、 数式OCRによる XHTML化 [5]などを試行、 ディ スカッ

ショ ンプラ ッ ト フォームと しての発展も実装したい。
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A DML-JPの対象と なる ジャ ーナルリ ス ト

表 1に主要な数学系ジャーナルのリ スト を与える。 これ以外にも数百のタイ ト ルが存在し、 その

全貌はわからない。 タイ ト ルにはMath. Reviews内の省略形を採用した。 発行が続いているタイ

ト ルはカレント 欄に yで示している。 電子版を持つ場合、 プラッ ト フォームを示した。 ほと んどの

タイ ト ルはコミ ュニティ ベースのプラッ ト フォームである。 SPARC Japan の電子化支援により 、

大規模なジャーナルは Project Euclid をプラッ ト フォームと して選択している。 比較的小規模な

ジャーナルには機関リ ポジト リ も し く は独自の webページが多い。 CSI事業による機関リ ポジト

リ の浸透と 、 初期コンテンツと しての紀要登録と から 、 この傾向は続く と 考えられる。

論文数 タイ ト ル プラッ ト フォーム カレント

7830 Surikaisekikenkyusho Kokyuroku IR y

2753 Proc Japan Acad Project Euclid y

2395 Proc Japan Acad Ser A Math Sci Project Euclid y

2391 J Math Soc Japan Project Euclid y

2357 Tohoku Math J Project Euclid y

2079 Nagoya Math J Project Euclid y

2010 Osaka J Math Project Euclid y

1679 J Math Kyoto Univ Project Euclid y

1486 Publ Res Inst Math Sci Project Euclid y

1363 Sugaku y

1242 Hiroshima Math J Project Euclid y

1082 Hokkaido Math J Project Euclid/IR y

1028 Funkcial Ekvac J-STAGE y

972 Kodai Math J Project Euclid y

952 Tokyo J Math Project Euclid y

915 Tsukuba J Math IR y

898 Math J Okayama Univ IR y

897 Kodai Math Sem Rep Project Euclid n

656 J Fac Sci Univ Tokyo Sect IA Math IR n

652 Yokohama Math J IR y

626 Mem Fac Sci Kyushu Univ Ser A J-STAGE n

547 Math Sem Notes Kobe Univ Departmental web n

498 Japan J Math Springer y

380 Japan J Indust Appl Math Project Euclid y

376 Kobe J Math Departmental web y

345 Proc Imp Acad Tokyo Project Euclid y

315 Kyushu J Math J-STAGE y

表 1: 300以上の論文を持つ数学系ジャーナルのタイ ト ル
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